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一
宮
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
先
般
ボ
ラ
ン
テ
邦
．
ア
ガ
イ
ド
フ
リ

ク
の
デ
ザ
イ
ン
を
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
募
集
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

一
宮
ボ
つ
く
ん
を
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
起
用
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
を
発
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
一
宮
町
で
活
動
を
し
て
い
る
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
団
体
含
む
）
の
情
報
を
町
民
の
皆
さ

ん
に
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
参
考
に

し
て
い
た
だ
く
た
め
に
発
行
し
ま
し
た
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

ボ んと種 しょに
ランテ

にいａ ａ
ボ漉木 蓮 アし

一 一b

罰ヨ

想
睦
．
の
天
匡
活
動
し
て
駐
る
そ
誼
ぞ
顎
α
団
陣
か

情
報
交
換
し
た
り
情
報
共
有
を
す
る
こ
と
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
持
ち
味
を
活
か
し
な
が
ら
、
相
乗
効
果
に
よ

り
み
ん
な
の
力
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
場
に
し
よ
う

と
い
う
試
み
の
も
と
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
一
宮
町
で
活
動
し
て
い
る
各
団

体
に
情
報
の
登
録
を
募
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
す
る
活
動
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
作
成
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
協
議
会
２
階
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ル
ー
ム
と
し
て
毎
週
火
、
木
曜
日
を
開
放
し
て
い
る

他
、
印
刷
機
を
無
料
で
使
用
（
用
紙
は
持
込
）
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
・

こ
れ
か
ら
も
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
一
宮
ボ
つ
く
ん

と
共
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
セ
ン
タ
ー
づ
く
り
を

目
指
し
て
参
り
ま
す
。
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ア
セ
ン
タ
ー
が
設

立
し
て
、
間
も
な

く
２
年
が
経
と
う

と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、

福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

Ｎ
Ｐ
○
、
ま
ち
づ

く
り
推
進
団
体
な
ど
、

活
動
方
法
は
違
っ

て
も
一
宮
町
を
良

く
し
た
い
と
い
う

一
宮
町
で
は
様
々
な
地
域
福
祉
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
部
地
区
で

は
、
９
区
の
１
集
会
所
を
拠
点
に
、

地
域
全
体
で
の
子
育
て
活
動
、
「
ニ
コ

ニ
コ
ひ
ろ
ば
」
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、

町
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
１
月
調
日
に
は
白
子
町
に

て
県
社
協
主
催
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
育
成
研
修
」
（
地
域

福
祉
の
担
い
手
養
成
講
座
）
が
開
催
さ

れ
、
一
宮
町
か
ら
も
旧
名
の
方
が
参

加
し
、
地
域
福
祉
向
上
の
実
現
に
向
け

て
知
識
・
技
術
の
取
得
に
取
り
組
み
ま

した。昨
年
１
月
２
日
に
民
生
・
児
童
委

員
を
拝
命
し
ま
し
た
が
、
実
活
動
は
不

安
だ
ら
け
で
し
た
。
そ
う
い
う
中
で
「
地

域
福
祉
の
担
い
手
養
成
講
座
」
に
参
加

し
ま
し
た
。
内
容
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
と
地
域
の
支
え
合

い
．
助
け
合
い
」
が
テ
ー
マ
で
、
住
ん

で
い
る
地
域
の
課
題
の
抽
出
か
ら
解
決

．竃ユテイソンャルワークのながれ，

ﾛ■■ﾛ､-｡鴬■■｜
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｢コミュニティソーシャルワークとは…

に
向
け
た
方
策
の
検
討
を
通
し
て
″

地
域
福
祉
活
動
を
い
か
に
展
開
す
る
か

の
方
法
に
つ
い
て
で
し
た
。
合
わ
せ
て

受
識
者
が
小
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
実
問

題
に
つ
い
て
話
し
合
う
演
習
を
行
い
、

特
に
①
生
活
の
困
り
ご
と
、
望
む
こ
と

は
何
か
②
そ
れ
に
対
し
て
私
達
に
出
来

る
こ
と
は
何
か
、
を
出
し
合
い
整
理
し

ま
と
め
皆
の
前
で
発
表
し
ま
し
た
。
本

講
義
は
単
に
教
わ
る
だ
け
で
な
く
、
「
自

分
の
心
を
以
っ
て
行
動
す
る
」
実
践
活

動
に
繋
が
る
こ
と
か
ら
有
意
義
で
あ
り

是
非
、
今
後
の
活
動
に
応
用
し
た
い
と

思
っ
た
次
第
で
す
。
田
中
登

師
走
の
日
曜
日
９
区
の
１
集
会

所
で
は
、
早
朝
よ
り
薪
を
燃
や
す
煙
が

登
り
恒
例
の
餅
つ
き
の
始
ま
り
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
ペ
ッ
タ
ン
ペ
ッ

タ
ン
つ
き
始
め
、
お
手
本
を
み
な
が
ら

杵
の
使
い
方
、
返
し
手
の
入
れ
方
等
、

教
え
て
も
ら
い
上
手
に
出
来
上
が
り
ま

した。

｢こんなときどうする？!

Egi 蓋
鈴■？▲

参
加
者
は
戸
人
年
齢
は
０
歳
力

ら
、
歳
代
、
地
元
に
帥
年
近
く
住
ん

で
い
る
方
、
引
越
し
て
来
た
ば
か
り
の

方
、
み
ん
な
が
臼
を
囲
ん
で
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
お
餅
を
食
べ
、
輪
に
な
っ

た
ひ
と
と
き
で
し
た
。
準
備
か
ら
後
片

付
け
ま
で
大
勢
の
協
力
で
餅
つ
き
が
出

来
ま
し
た
。
「
ニ
コ
ニ
コ
ひ
ろ
ば
」
を

通
し
て
、
大
人
と
子
ど
も
が
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
楽
し
い
地
域
づ
く
り
が
出
来

た
ら
よ
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

白
石
房
子

毎 一

薯
一
一Ｈ

２茜鯉
ｑ唾

》
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囲
ん
で
．

み
ん
な
の
鯨



Ｆ

Ｌ

平
成
記
年
『
…
月
露
日
船
橋
市
民

文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
千
葉
県
シ
ニ
ア

カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
行
わ
れ
、
一
宮
町

つ
く
も
会
の
需
藤
嘉
明
さ
ん
が
出
場

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
、
会
場
に
て
ご

声
援
を
送
ら
れ
た
方
に
そ
の
様
子
を

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

みんなの声援を
受け熱
援

ｰ F - ～

船
橘
市
民
文
化

ホ
ー
ル
に
て
各
市

町
村
か
ら
の
入
賞

者
“
名
に
よ
る
競

演
が
開
催
さ
れ
ま

した。応
援
の
方
が
バ

ス
を
仕
立
て
て
多

数
入
場
し
、
大
ホ
ー

ル
は
一
杯
で
し
た
。

長
生
郡
市
の
大
会

で
入
賞
さ
れ
た
需

藤
嘉
明
さ
ん
の
応

援
に
私
達
３
名
で

か
け
つ
け
ま
し
た
。

出
演
者
は
皆
勝

る
と
も
劣
ら
な
い

人
ば
か
り
で
、
「
が

図画
熱唱「男のうそ-

〔郡市親

・
毎
年
恒
例
の
長
生
郡
市
障
害
者
福

祉
会
芸
能
大
会
が
、
一
宮
館
に
て
１

月
聖
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
親
睦
を
深
め

る
た
め
の
大
会
で
す
。
各

市
町
村
よ
り
、
歌
自
慢
７
名
・

応
援
者
７
名
で
約
一
○
○

名
弱
の
参
加
で
し
た
。

各
々
、
自
慢
の
歌
を
楽

し
く
表
現
豊
か
に
歌
っ
て

い
ま
し
た
。

又
、
応
援
者
か
ら
は
各

福
祉
会
代
表
の
出
演
に
な

る
と
声
援
が
飛
び
か
っ
て

い
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、

ん
ば
れ
が
ん
ば
れ
-
宮
」
を
合
言
葉

に
と
話
し
合
い
大
声
で
発
声
し
た
と

こ
ろ
、
同
郡
市
内
か
ら
多
数
の
方
々

の
応
援
を
い
た
だ
き
本
当
に
感
動
致

し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
卯
歳
以
上

の
高
齢
者
に
よ
る
黒
田
節
踊
り
や
、

習
志
野
白
寿
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お

座
敷
ワ
ル
ツ
の
歌
踊
り
で
参
加
者
を

君
市

睦ろ 墓 ミ ニ 琴 三 一 一 型

酔いしれて「アメリカ橋一 の 慰
労
し
て
く
だ
さ
る
場
面
も
ご
ざ
し

ま
し
た
。
最
後
は
県
老
連
に
よ
る
表

彰
式
が
あ
り
５
名
の
方
が
受
賞
し

ま
し
た
。
歌
は
健
康
に
よ
い
の
で
心

身
共
に
美
し
く
老
い
る
事
を
目
標
に
、

人
の
暖
か
い
御
協
力
に
感
謝
し
た
よ

い
思
い
出
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

片
岡
文
子

歌北
・
…
一
健
さ
ん
（
千
昌
夫
さ
ん

の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
兼
歌
手
と

し
て
活
躍
）
に
は
、
持
ち
歌
「
長

持
船
」
と
美
空
ひ
ば
り
さ
ん

の
物
ま
ね
を
披
露
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

私
は
初
め
て
の
応
援
参
加

で
し
た
が
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

小
安
君
枝

自

Ｌ 廷 』大合唱「３６５歩のマーチ』

な
り
ま
し
た
。

最
後
は
地
域
に
お
け
る
防
災
訓
練

に
つ
い
て
、
自
助
Ⅱ
自
ら
の
生
命
、

身
体
、
財
産
は
自
ら
守
る
。
共
助
Ⅱ

助
け
合
い
に
よ
っ
て
自
分
達
の
町
を

守
る
。
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
言
う
よ

う
に
近
所
付
き
合
い
を
大
切
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
お
互
い
を
支
え
合

う
気
持
を
地
域
に
広
げ
、
で
き
る
こ

と
か
ら
一
歩
ず
つ
始
め
た
い
と
思
い

ま

す

。

小

関

美

知

子

両

を
戸

Ｆ

Ｌ

いざという時の
ｺミュニケーシヨン作⑤

雪
の
降
る
中
、
千

葉
県
全
体
で
”
地

区
調
名
の
参
加
者

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

は
じ
め
に
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
の
作
り
方
、
お

か
ゆ
、
お
か
か
、
塩
、

大
豆
等
を
入
れ
て
作

り
ま
し
た
。

又
、
玄
米
や
小
豆

を
煮
た
汁
で
作
る
と

お
い
し
い
そ
う
で
す
。

次
に
、
車
椅
子
の

移
動
と
介
助
で
し
た

が
雪
の
た
め
中
止
と

-
・
・
の
手
伝
い
を
し
ま
し
た
一
．

ハ
イ
ゼ
ッ
ク
ス
は
、
専
用
の
袋
に

米
と
水
を
入
れ
て
中
の
空
気
を
し
っ

か
り
抜
き
、
輪
ゴ
ム
で
止
め
て
専
用

の
釡
で
煮
た
っ
て
か
ら
訓
分
、
、
分

蒸
ら
し
て
出
来
上
が
り
ま
す
が
失
敗

も
多
少
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
よ
う

な
ス
タ
デ
ィ
が
も
っ
と
多
く
実
施
さ

れ
て
、
子
供
達
も
自
ら
災
害
時
に
協

「一物
鰻
て
手
換
達
も
妻
皇
霧
三
重
時
声
誰
鶴

力
出
来
る
よ
う
な
体
制
作
り
が
必
要

だ
と
思
い
ま
し
た
。
内
山
啓
子

「 自ら
るように

害時
力で

災
協

に
き’一一 るでＬ

平
成
詣
年
哩
月

溺
日
、
船
橋
市
少
年

自
然
の
家
で
、
地
区

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

修
了
者
の
５
．
６
年

生
児
童
を
対
象
と
し
て
、

一
校
に
つ
き
男
女
一

名
ず
つ
、
定
員
知
名

で
野
外
活
動
の
一
環

と
し
て
青
少
年
赤
十

字
ス
タ
デ
ィ
ー
・
セ

ン
タ
ー
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
私
達
奉
仕

団
も
非
常
時
の
ハ
イ
ゼ
ッ

ク
ス
と
、
豚
汁
作
りハイゼックスと豚汁でお昼

』一一



～祝・結婚50周年～ 平成25雫く雲瀧軍議羅望鯉霧苧報告蝋
赤い羽根共同募金2 ,172 , 747円歳末たすけあい募金845 , 405円

●募金別内訳 ●募金別内訳
（平成２６年２月２８日現在） （平成２６年２月２８日現在）

|,お鰯二熟零“
８区の１笹生延利様積子様
９区の１飯塚均様一枝様
１０区粥藤勇一郎様スミ子様
１１区原田弘和様恵美子様
１２区中村勇一郎様初枝様
１４区小川成利様ノリ子様
１５区御園生勝重様トヨ子様
１７区諸岡啓延様すみ子様
１７区川原義之様宏子様
宮原区今井久雄様玲子様
宮原区石川恒夫様洋子様
船頭給区伊東和弘様フヤ様
船頭給区吉野一清様トキ様
新地区石井道明様秀子様
新地区神馬武徳様由美子様

しその他の皆様４組ノ

●募金配分内訳
全額県共同募金会へ送金しました．

*赤い羽根個人寄付者芳名
石
関

立
小

和 美 様
久 子 様

5,000円
3,190円

＊歳末個人寄付者芳名
関 正 則 様
石 和 美 様
名 の 方

50,000円
3,000円
62,587円

＊歳末団体寄付者芳名
一宮町福祉ﾊｻｰ実行委員会様60,000円
一宮町つくも会様 2 3 , 7 5 0 円

＊赤い羽根法人寄付者芳名（敬称略＞

一
宮
ボ
こ
ぐ
ん
“
両
愛
し
で
す
ね
一
生

き
が
い
と
地
域
の
紳
が
長
生
き
に
つ
な
が
る
」

と
鎌
田
賢
先
生
も
お
っ
し
ゃ
っ
て
ま
す
。
笑

顔
と
共
に
人
を
思
い
や
る
心
を
持
っ
て
生
活

し
て
居
れ
ば
、
身
の
廻
り
に
も
、
そ
の
手
を

待
っ
て
い
る
人
が
居
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
先
ず
は
、
ご
近
所
か
ら
”
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
″
“

近
藤
美
保
子

匂 ● ■ ● ● ■ ● " ●

寄付をありがとうございます
立石和美様ゴミ袋２０袋
遠藤好様ジャージ・ズボン等竺
辱 ● ０ ● 、 ● 〆 ● 夕 ● グ ー ● ●

｢千葉県茂原市台風26号災害義援金ｊに
ご協力ありがとうございます

-皆様からのあたたかいご協力に感謝いたします｡一

千葉県共同募金会
一宮町職員厚生組合様 1 0 , 2 0 9 円
一宮町農林商工祭時募金4 , 5 1 9円
日本赤十字社千葉県支部
一 宮 町 婦 人 会 様 2 0 , 0 0 0 円
一宮町ボランティア連絡協議会様10,000円
一宮町農林商工祭時募金2 , 1 8 9円

お詫びと訂正
第９２号４面の記事（キクの花の寄付）
の文章に誤りがありました。
正しくは次の通りです。
誤１７区シルバークラブの皆様
正一宮町つくも会の皆様 46,917円

星） MGP
ﾏｲﾅｽ２-８…ｲｶ ｼ ｽ ﾁ錘

この印劇物は、一苫町社会禍祉協照会が印刷
プロセスで髄ⅡＩするアルミ随をリユースするﾘﾄーざ・
CO2排H1畷を21.2k鷺削減しました-

当ＣＯ２削減露証は株式会社日本スマーI､エナジー社が
この印刷システムを群査・確腿して与えられたものです

内
戸 別 募 金
個 人 募 金
学 校 募 金
イベント募金
職 域 募 金
法 人 募 金
合 計

件 数
１
上
ワ
今
Ｆ
Ｄ
１
ふ
り
皇
Ｆ
Ｏ

Ｑ

Ｊ

ワ

ｊ

『Ｉ上９
３

3，２１１

金額（円）
1,565,50（
8,19（
53,16（
３，１７：
2471（
518.00(

2罰１７２，７４７

内局一一割
戸 別 募 金
職 域 募 金
団 体 募 金
個 人 募 金

三河〈ロ

件 数
3,161

3，１６７

金額（円）
632,200
13,868
83,750
115,587

8４５，４０

対 象 月
準要保護世帯
寝たきり障害者
|職害者福祉会
地域福祉事業
独 居 老 人
歳末配食事業
県共募へ送金
合 言

件 数
ｍ
Ｉ
Ｌ
銅
Ｆ
し
で
Ⅱ
４
ｍ
Ｆ
Ｌ
ｎ
「
し
例
／
』

４

６

６

17!

金額（円）
400,000
30,000
20,000
75,000
63,000
68,936
l.S8,169
8４５，４０１

生活福祉資金貸付制度のご案内
低所得者や高齢者、障害者の生

活を経済的に支えるとともに、そ
の在宅福祉及び社会参加の促進を
図ることを目的とした貸付制度です。
本貸付制度は、千葉県社会福祉

協議会を実施主体として、一宮i"r
社会福祉協議会が窓口となって実
施しています。それぞれの世帯α
状況と必要に合わせた資金、たと
えば、就職に必要な知識・技術等
の習得や高校・大学等への就学．
介護サービスを受けるための費用
等の貸付を行います《
また、本貸付制度では、資金ｑ

貸し付けによる経済的な援助に３
わせて、地域の民生委員が資金そ
借り受けた世帯の相談支援を行､
ます。

一宮町金融団30 , 0 0 0円
鮒太医院･一宮ｸﾘﾆｯｸ20,000円
片 岡 工 業 ㈱ 2 0 , 0 0 0 円
伊勢化今
秋場医院

工業㈱20 , 0 0 0円
20,000円

清 水 医 院 2 0 . 0 0 0 円
町田歯科医院2 0 , 0 0 0円
市原歯科医院2 0 , 0 0 0円
よれもと整形外科２0.0０0円
一 宮 館 1 0 . 0 0 0 円
植草歯科医院10 , 0０0円
宇井歯科医院10 , 0 0 0円
叶館ｶﾝﾄﾘｰ蝶部10,000円一宮町商工会10 , 0 0 0円
㈲釡屋燃料店10 , 0 0 0円
藤島クリニック1０,0００円
東 日 総 業 ㈱ 1 0 , 0 0 0 円
ﾎﾃﾙｰ§ｼｰｻｲﾄｵｰﾂｶ10,000円
神 代 工 業 ㈱ 1 0 , 0 0 0 円
㈱長生ビル管理10,000円
㈲ 久 我 薬 局 1 0 , 0 0 ０ 円
長 島 医 院 1 0 , 0 0 0 円
せ ん ど う ㈱ 1 0 , 0 0 0 円
ダスキン千葉1 0 , 0 0 0円
岡田眼科医院10 , 0 0 0円

小 山 動 物 病 院 5 , 0 0 0 円
金 灘 輪 業 5 , 0 0 0 円
㈲大場モータース5,000円
小 関 工 業 ㈱ 5 , 0 0 0 円
やまき自動車整備工場5,000円
㈲ 東 金 屋 5 , 0 0 0 円
ｻ ﾏ 早 召 1 t 一

㈱山長 ００円
鰍+鯉岬ﾄﾗｲﾌｲﾝｾﾝﾀｰ5,000円
魚 平 商 店 ㈲ 5 , 0 0 0 円一宮乗馬センター5,000円
古 山 接 骨 院 5 , 0 0 0 円
桶庄トーヨー住器(閑5,000円
㈲ 浅 野 製 作 所 5 , 0 0 0 円
㈲ マ ツ オ 産 業 5 , 0 0 0 円
ニ シ オ 薬 局 5 , 0 0 0 円
ｾﾌﾝｲﾚﾌﾝ上総一/宮店5,000円
キングパレスー宮店3,000円
タカラ鮮魚
㈱秦棚

店 3 , 0 0 0 円
3,000円

㈲ 一 宮 鉄 工 所 3 , 0 0 0 円
高原商事側 3,000円
(槻千葉トーハツ商会3,000 P
㈱ 松屋呉服店 3 , 0 0 0 P
斉藤整骨院
㈲荒留商店

3,000円
3,000円

㈲ 近 藤 園 茶 舗 3 , 0 0 0 円
㈱ホンダプＩ
小関食品㈲

モ千葉南3.000 I 
3,000便
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㈲
海
一
㈲
内
㈱
鶴 泉 酒 店 3 , 0 0 0 円
白 石 管 工 事 ㈱ 3 , 0 0 0 円
くるまやラーメン一宮店加００円
北村写真商会㈲2 , 0 0 0円
丸 ト 商 店 2 , 0 0 0 円
㈱ 音 羽 屋 2 , 0 0 0 円
㈲ 亀 屋 1 , 0 0 0 円
ミネシマ家具店㈲1,000円
大洋薬局一宮店1 , 0 00円
#ﾒﾃｨｶﾙﾌｱー ﾏｼー ﾐｷ調詫;g    1.000円
た な か 整骨院 1 , 0 0 0 円


